
λアクセス技術の研究開発

（１）研究の目的

１波長もしくは複数波長を用いる１００Ｇｂ／ｓ級光アクセス基本技術を確

立し、１０地点以上を結んだテラビットクラスの広域ＬＡＮ環境を実証すると

ともに、国際標準の獲得を目指した提案を行う。

（２）研究期間

平成１８年度から平成２２年度（５年間）

（３）委託先企業

日本電信電話株式会社＜幹事＞、日本電気株式会社、国立大学法人東京大学、

NTT ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ株式会社、三菱電機株式会社、株式会社日立製作所、
株式会社 KDDI研究所、学校法人慶應義塾

（４）研究予算（百万円）

平成１８年度 ４１９

平成１９年度 ４０５

（５）研究開発課題と担当

課題ア：波長多重シームレスアクセス技術

ア－１ 多波長並列高速伝送技術（日本電信電話株式会社）

ア－２ 超高速MAC技術（日本電気株式会社）
ア－３ テラビット級 LAN多重アクセス技術（東京大学）
ア－４ 広域アクセスプロトコル技術の開発（NTT ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ㈱）
課題イ：フレーム多重超高速アクセス技術

イ－１ 超高速フレームアグリゲーション技術（三菱電機株式会社）

イ－２ 超高速物理層制御技術（株式会社日立製作所）

イ－３ 超高速フレーム伝送技術（株式会社 KDDI研究所）
イ－４ 広域系-LANシームレスプロトコル技術（慶應義塾大学）

（６）主な研究成果

特許出願（国内）：１５件 （海外）３件

外部発表：８３件



具体的な成果

○インタフェース条件

λユーティリティと連携してインタフェース条件書を改定し、イントラド

メインインタフェースを詳細化した（資料３）。また、5グループ 12項目の
アドホック活動により、連携にむけた課題間インタフェース条件ドラフト

を策定した（資料４）。

○標準化提案

策定した標準化戦略に沿って、ITU-Tで提案実績を積み 40GbE標準化推進
にも貢献した。

課題ア：波長多重シームレスアクセス技術

ア－１ 多波長並列高速伝送技術（日本電信電話株式会社）

・ 10Gbps×4ch の並列伝送処理回路およびバースト信号受信回路を実
装し機能を実証した。

・ ITU-T SG15に 40GbE の OTN収容に関する標準化提案を行った。
・ テラビット LAN NIC監視・制御用 API仕様を策定した。

ア－２ 超高速MAC技術（日本電気株式会社）
・ 20Gbps級ｼｽﾃﾑで、1 ﾒｶﾞﾊﾞｲﾄまでのフレーム生成受信動作確認を完了。
・ フレーム再送制御の方式提案と、シミュレーションによる効果を確認。

ア－３ テラビット級 LAN多重アクセス技術（東京大学）
・ 多波長ハイブリッド光ネットワークアーキテクチャのノード評価完

了。

・ 提案経路制御手法の基礎検証に成功。

・ PLZT型光スイッチを用いた 320Gbps多波長光パケット交換の 基礎
検証実験に成功。

ア－４ 広域アクセスプロトコル技術の開発（NTT ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ㈱）
・ 独自の広域アクセスプロトコル技術について、ディスカバリ機能、認

証機能、制限付コンテンション方式によるリソース割当機能を開発し、

動作確認を完了した。



課題イ：フレーム多重超高速アクセス技術

イ－１ 超高速フレームアグリゲーション技術（三菱電機株式会社）

・ DS-SWFQ (Delay Sensitive - Simplified WFQ)方式によるﾄﾗﾋｯｸ制御

機能をｲﾝﾀﾌｪｰｽ速度が 10Gbps の試作装置へ実装し、検証完了。

・ 10Gbps ｲﾝﾀﾌｪｰｽで動作するｲｰｻﾈｯﾄ OAM 機能を試作実装し、検証完了。

イ－２ 超高速物理層制御技術（株式会社日立製作所）

・ 物理層制御回路（40Gbps動作版）のRTL論理記述と動作検証を完了。
・ 課題間共通インタフェースの一次試作と 40Gbps動作検証を完了。
・ 100Gbps級のMUX/DEMUXボードの一次試作を完了。

イ－３ 超高速フレーム伝送技術（株式会社 KDDI研究所）
・ 単一波長 100Gbps信号の 1km伝送におけるDQPSK方式の優位性を
確認し、100Gbps送信器の DQPSK変調部を試作。
・ 100Gbpsクラス伝送のさらなる簡略化の可能性を有する光 OFDM方
式について、100Gbps伝送の実現可能性を世界で初めて原理確認実験
により確認。

イ－４ 広域系-LANシームレスプロトコル技術（慶應義塾大学）
・ end-end OAM に向けた共通アーキテクチャ仕様案及びユーザサービ
スアプリケーション要求書の改訂版を作成。

・ End-to-Endのエミュレーションシステムを構築し、Mac-in-Macエミ
ュレータ、IMCCエミュレータ、GMPLS VLAN制御プロトタイプシ
ステムによりイーサネットパスを End-to-Endに設定できることを確
認。



（７）研究開発イメージ図
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テラビットＬＡＮ ＮＩＣテラビットＬＡＮ アグリゲータ

・10G×4ch並列処理を設計・実
装・評価
・ﾃﾞﾊﾞｲｽﾄﾞﾗｲﾊﾞAPI定義書作成
・10G×4ch並列ﾊﾞｰｽﾄ受信回
路及びLAﾓｼﾞｭｰﾙを実装・評価

(1)多波長ハイブリッドLANアーキ
テクチャおよびノードの設計
(2)経路制御方式の検討、提案
(3)320G(40G x 8波長)光バースト
転送検証実験成功

・コア機能部(認証機能･ディ
スカバリ機能･波長割当機
能)の基本検討・仕様書作成
ならびに動作確認
・インタフェース条件書作成

・単一波長100G 1km伝送の最適
変復調方式（DQPSK方式）見極め
・光OFDM方式の伝送速度１００
Gbpsでの原理確認実験を完了

・10G動作のDS-SWFQ方式を
FPGAで実装し動作を検証
・10G動作のEthernet OAM機
能を実装し動作を確認

・100G物理層制御方式の仕様作成と、
RTL論理記述/論理検証を行った
・方式検証機(及び拡張ボード)を試作
し、物理層制御方式の40Gbpsでの
機能検証実験を行った

・MB級フレーム送受信処理の、
20Gbps級の実証完了。
・低遅延・広帯域CRC処理の80G
級の目処と100G化の課題抽出
・フレーム再送制御の提案・評価

・テラビットＬＡＮ ＮＩＣ/ｱｸﾞﾘｹﾞｰﾀ の基本設計・原理確認・課題抽出 を 達成
・連携に向け接続IF仕様策定を開始 ・ITU‐T活動を通じて40GE標準化推進に貢献

・テラビットＬＡＮ ＮＩＣ/ｱｸﾞﾘｹﾞｰﾀ の基本設計・原理確認・課題抽出 を 達成
・連携に向け接続IF仕様策定を開始 ・ITU‐T活動を通じて40GE標準化推進に貢献

・OAM的な共通アーキテクチャ仕
様書案の作成
・GMPLS VLAN制御システム、
PBBｴﾐｭﾚｰﾀの開発と試験開始


